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市町村を通じてあなたの森林を活かす
森林経営管理制度
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　森林経営管理制度は、森林所有者自らでは経営管理ができない森林について、市町村が森林所有者
から経営管理を受託した上で、林業経営に適した森林は、林業経営者に再委託し、それ以外の森林は、
市町村が自ら管理する仕組みです。本制度は、今年度で５年目を迎え、本制度を活用した森林整備の
取組が全国で進んでいます。
　本稿では、全国における森林経営管理制度の活用状況と、林野庁による本制度の活用促進の取組に
ついて紹介します。

市町村を通じてあなたの森林を活かす

森林経営管理制度

特集



森
林
経
営
管
理
制
度
の
進
め
方

森
林
経
営
管
理
制
度
の
活
用
に
当
た
っ
て

は
、
ま
ず
、
市
町
村
が
、
経
営
管
理
が
行
わ

れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
森
林
を
対
象
に
、

森
林
所
有
者
の
意
向
を
確
認
す
る
調
査
（「
意

向
調
査
」）
を
実
施
し
ま
す
。

意
向
調
査
の
結
果
、
森
林
所
有
者
か
ら

「
市
町
村
へ
の
委
託
希
望
」
の
回
答
が
あ
っ
た

場
合
、
市
町
村
は
「
経
営
管
理
権
集
積
計
画

（
集
積
計
画
）」
を
定
め
て
、
森
林
所
有
者
か

ら
森
林
の
経
営
管
理
の
委
託
を
受
け
ま
す
。

　

集
積
計
画
を
策
定
し
た
森
林
の
う
ち
、
林

業
経
営
に
適
し
た
森
林
は
、「
経
営
管
理
実
施

権
配
分
計
画
（
配
分
計
画
）」
を
定
め
て
、
林

業
経
営
者
に
経
営
管
理
を
再
委
託
し
ま
す
。

他
方
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
は
、
市

町
村
が
自
ら
経
営
管
理
を
行
い
ま
す
。
林
業

経
営
者
に
再
委
託
さ
れ
た
森
林
で
は
、
施
業

に
よ
り
得
ら
れ
る
収
益
か
ら
再
造
林
費
用
等

を
控
除
し
た
上
で
、
そ
の
一
部
を
森
林
所
有

者
に
還
元
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
所
有
者
不
明
森
林
等
の
特
例
措
置
」

に
よ
り
、
所
有
者
の
一
部
又
は
全
部
が
不
明

な
森
林
等
で
あ
っ
て
も
、
市
町

村
が
森
林
所
有
者
を
探
索
し
た

上
で
、
公
告
な
ど
一
定
の
手
続

き
を
行
う
こ
と
で
、
市
町
村
が

当
該
森
林
の
経
営
管
理
を
受
託

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
特
例

で
は
、
探
索
の
範
囲
を
、
原
則

と
し
て
、
登
記
簿
上
の
所
有
者

及
び
そ
の
戸
籍
謄
本
等
か
ら
判

明
す
る
相
続
人
（
一
般
的
に
は
、

配
偶
者
と
子
）
ま
で
に
限
定
し

て
い
ま
す
。

図２　森林経営管理制度の進捗状況

図1　森林経営管理制度のフロー図

制
度
の
活
用
状
況

令
和
４
年
度
末
ま
で
に
、
私
有
林

人
工
林
が
あ
り
、
制
度
の
活
用
が
必

要
な
市
町
村※

の
ほ
と
ん
ど
で
、
意
向

調
査
の
準
備
を
含
む
森
林
経
営
管
理

制
度
に
係
る
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
意
向
調
査
は
、
令
和
４
年
度

末
ま
で
に
、
制
度
の
活
用
が
必
要
な

市
町
村
の
８
割
（
１
，０
７
０
市
町
村
）

で
約
81
万
ha
実
施
さ
れ
、
う
ち
約
６

割
の
面
積
（
約
46
万
ha
）
の
所
有
者

か
ら
回
答
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

回
答
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
約

４
割
（
約
17
万
ha
）
の
所
有
者
か
ら

市
町
村
へ
の
委
託
希
望
が
あ
り
、
市

町
村
に
よ
る
集
積
計
画
の
作
成
（
３

３
７
市
町
村
、
約
１
・
６
万
ha
）
を

経
て
、
林
業
経
営
者
へ
の
再
委
託
（
配

分
計
画
の
作
成
：
70
市
町
村
、
約
０
・

２
万
ha
）
や
、
市
町
村
に
よ
る
森
林

整
備
（
２
３
２
市
町
村
、
約
０
・
５

万
ha
）
等
が
進
ん
で
い
ま
す
。
林
業

経
営
者
へ
再
委
託
さ
れ
た
森
林
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
約
３
百
ha
の
森
林
整
備

が
行
わ
れ
て
お
り
、
間
伐
や
主
伐
・

再
造
林
等
を
実
施
し
た
上
で
、
収
益

を
森
林
所
有
者
に
還
元
す
る
事
例
も

見
ら
れ
ま
す
（
事
例
１
）。

　

ま
た
、
集
積
計
画
や
配
分
計
画

を
経
由
せ
ず
、
直
接
林
業
事
業
体
に
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市
町
村
支
援
の
取
組

森
林
経
営
管
理
制
度
を
実
際
に
運
用
す
る

の
は
市
町
村
で
す
が
、
森
林
・
林
業
に
係
る

市
町
村
の
体
制
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
林
野
庁
で
は
、
制
度
開
始
と
同
時
に
、

「
森
林
集
積
推
進
室
」
を
設
置
し
て
、
人
材
育

成
、
情
報
提
供
、
体
制
整
備
に
よ
り
、
市
町
村

に
よ
る
制
度
の
活
用
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
人
材
育
成

　

都
道
府
県
等
が
主
催
す
る
市
町
村
職
員
向

け
の
説
明
会
や
研
修
会
等
に
、
林
野
庁
職
員

を
講
師
と
し
て
派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
４
０
０
回
を
超
え
る
説
明
会
・
研
修
会

に
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
町
村

へ
の
支
援
を
担
う
「
森
林
経
営
管
理
リ
ー

ダ
ー
」
を
育
成
す
る
た
め
、
主
に
都
道
府
県

の
普
及
指
導
職
員
等
を
対
象
に
、
毎
年
、
全

国
７
カ
所
で
「
森
林
経
営
管
理
リ
ー
ダ
ー
育

成
研
修
」
を
開
催
し
、
５
年
間
で
延
べ
７
８

８
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
内

容
を
見
直
し
、
所
有
者
探
索
の
机
上
演
習
、

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

先
進
事
例
の
紹
介
等
を
通
じ
て
、
よ
り
実
践

的
な
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特例を活用した森林

所
有
者
不
明
森
林
に
係
る
特
例
の
活
用

〈
青
森
県
三
戸
町
〉

　

三
戸
町
で
は
、
特
に
民
家
等
の
保
全
対
象

に
近
接
す
る
森
林
か
ら
、
優
先
的
に
森
林
経

営
管
理
制
度
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
令
和
２

年
度
に
意
向
調
査
を
実
施
し
、
住
宅
地
に
隣

接
す
る
森
林
で
、
一
部
で
倒
木
が
発
生
す
る

な
ど
、
整
備
の
必
要
性
が
あ
る
も
の
の
、
所

有
者
が
不
明
に
な
っ
て
い
た
箇
所
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
８
月
に
所
有
者
の
探
索
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
相
続
人
全
員
が

死
亡
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
所
有
者
不
明
森

林
の
特
例
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
令
和
４
年
12
月
に
、
特
例
措
置
の

手
続
き
と
し
て
、
集
積
計
画
案
の
公
告
を
開

始
し
ま
し
た
。
６
カ
月
を
経
て
異
議
の
申
出

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
の
裁
定
手
続
を
経

て
、
令
和
５
年
12
月
に
経
営
管
理
権
が
町
に

設
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
権
利
に
基
づ
き
、

町
で
は
今
後
、
皆
伐
を
行
い
低
木
樹
種
の
植

栽
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

事
例
１

事
例
２

配
分
計
画
に
基
づ
く
主
伐
・
再
造
林
等
の
実
施

〈
山
形
県
最
上
町
〉

　

最
上
町
で
は
、
地
区
か
ら
の
要
望
を
受
け

て
、
森
林
経
営
管
理
制
度
等
を
活
用
し
た
森

林
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
１

月
に
意
向
調
査
を
行
い
、
委
託
希
望
の
あ
っ

た
森
林
の
う
ち
46
ha
で
集
積
計
画
と
配
分
計

画
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
林

業
経
営
体
が
令
和
４
年
10
月
に
主
伐
３
・
88

ha
（
所
有
者
４
名
）、
搬
出
間
伐
０
・
76

ha
（
所
有
者
１
名
）
を
実
施
し
、
所
有
者

へ
利
益
が
還
元
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
主
伐

箇
所
で
は
、
令
和
５
年
10
月
に
再
造
林
を
行

い
ま
し
た
。

あ
っ
せ
ん
（
約
０
・
９
万
ha
）
す
る
、
市
町

村
と
所
有
者
が
協
定
を
結
ぶ
（
約
０
・
３
万

ha
）
な
ど
の
方
法
で
森
林
整
備
を
進
め
る
例

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
合
わ
せ
て
、

市
町
村
へ
の
委
託
希
望
の
森
林
の
う
ち
約
６

割
で
、
森
林
整
備
に
つ
な
が
る
動
き
が
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
「
所
有

者
不
明
森
林
等
の
特
例
」
は
、
こ
れ
ま
で
に

６
市
町
で
活
用
さ
れ
、
所
有
者
の
一
部
又
は

全
部
が
分
か
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
森
林
整
備
が

行
え
な
か
っ
た
森
林
で
も
、
市
町
村
に
よ
る

森
林
整
備
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
（
事
例

２
）。

　

森
林
経
営
管
理
制
度
の
取
組
に
よ
り
、
森

林
経
営
計
画
な
ど
既
存
施
策
に
加
え
、
現
在

ま
で
に
私
有
林
人
工
林
の
約
４
割
（
約
２
５

９
万
ha
）
が
集
積
・
集
約
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
は
、
長
期
的
に
は
、
私
有
林

人
工
林
の
約
７
割
を
集
積
・
集
約
化
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

令和４年に計画に基づき主伐を実施（令和５年には再造林を実施）
※

私
有
林
人
工
林
が
あ
る
市
町
村
か
ら
、
面
積
が
極
め
て

少
な
い
等
整
備
・
活
用
の
必
要
性
が
低
い
市
町
村
、
既
に

経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
、
も
し
く
は
森
林
経
営

管
理
制
度
以
外
の
方
法
で
実
施
す
る
市
町
村
を
除

　

い
た
も
の
（
令
和
４
年
度
：
１
，２
７
６
市
町
村
）。
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（
２
）
情
報
提
供

　

森
林
集
積
推
進
室
で
は
、
毎
月
１
回
、
情

報
誌
「
シ
ュ
ー
セ
キ
！
」
を
発
行
し
、
都
道

府
県
と
市
町
村
の
皆
様
に
、
森
林
経
営
管
理

制
度
と
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
各
地
域

の
取
組
や
動
向
な
ど
、
最
新
情
報
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
（
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
林
野
庁

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
）。

　

ま
た
、
年
に
１
回
『
森
林
シ
ュ
ー
セ
キ
！

事
例
報
告
会
』
を
開
催
し
、
先
進
事
例
の
横
展

開
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
コ
ラ
ム
１
）。

　

さ
ら
に
、
全
国
の
市
町
村
に
よ
る
先
進
的

な
取
組
を
整
理
し
た
「
森
林
経
営
管
理
制
度

に
係
る
取
組
事
例
集
」
を
作
成
し
、
横
展
開

を
促
す
と
と
も
に
、「
所
有
者
不
明
森
林
等
の

特
例
措
置
活
用
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
作
成
し
、
特
例
措
置
活
用
に
当
た
っ
て
の

探
索
の
方
法
や
留
意
点
等
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

全
国
で
森
林
経
営
管
理
制
度
を
活
用
し
た

森
林
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
森
林
経
営

管
理
制
度
は
あ
く
ま
で
森
林
整
備
を
進
め
る

手
段
で
あ
り
、
よ
り
重
要
な
点
は
、「
制
度
を

活
用
し
て
、何
を
実
現
す
る
か
」と
い
う
目
的
・

目
標
で
す
。
各
市
町
村
の
皆
様
に
は
、
地
域

の
森
林
や
、
森
林
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

に
係
る
ビ
ジ
ョ
ン
や
方
針
を
描
く
こ
と
も
検

討
し
な
が
ら
、
制
度
を
御
活
用
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
林
野
庁
と
し
て
は
、

引
き
続
き
取
組
事
例
の
収
集
・
横

展
開
や
市
町
村
支
援
の
取
組
等
、

制
度
の
円
滑
な
運
用
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
皆
様
ご
自
身
や
ご
家
族

が
お
持
ち
の
森
林
や
身
近
な
森
林

の
整
備
・
管
理
に
つ
い
て
の
お
悩

み
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、
ま
ず
は
、
森
林
が
所
在
す
る

市
町
村
ま
で
ご
相
談
願
い
ま
す
。

林野庁からのお知らせ

４月から相続登記の申請が義務化されます

令和６年４月から、相続によって不動産を取得したことを知った日から３年
以内に、相続登記の申請を行うことが義務になります。法施行より前に相続し
た不動産も、義務化の対象です。
　新たに設けられる「相続人申告登記制度」により、早期に遺産分割をするこ
とが困難な場合には、申請義務を簡易に履行することができるようになります。
制度や手続きの詳細については、法務省Webサイトをご確認ください。
　森林整備の推進のためには登記情報は非常に重要です。お持ち
の森林の登記記録について改めてご確認をお願いいたします。
相続登記の義務化の詳細について（法務省Ｗｅｂサイト） ▶

（
３
）
体
制
整
備

　

市
町
村
・
都
道
府
県
が
、
森
林
・
林
業
の

専
門
知
識
を
有
す
る
地
域
の
技
術
者
に
委
嘱

又
は
業
務
委
託
す
る
「
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
の
活
用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
活
動
に
要
し
た
経
費
の
一
部

（
都
道
府
県
：
５
割
、
市
町
村
：
７
割
）
は
、

総
務
省
か
ら
特
別
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ

ま
す
。
令
和
４
年
度
に
は
、
全
国
２
０
４
の

自
治
体
で
３
０
７
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。
林
野
庁
で
は
、
募
集
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
用
希

望
の
あ
る
市
町
村
の
情
報
の
提
供
・
公
表
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
新
た
に
、

「
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連
携
促
進
研
修
」

を
開
始
し
ま
し
た
（
コ
ラ
ム
２
）。

森林経営管理リーダー研修

説明会への講師派遣

　

ま
た
、
各
都
道
府
県
も
、
都
道
府
県
に
譲

与
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
な
が

ら
、
県
レ
ベ
ル
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運

営
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
、
市
町
村
職
員

向
け
の
研
修
開
催
な
ど
に
よ
り
、
市
町
村
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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「
森
林
シ
ュ
ー
セ
キ
！
事
例
報
告
会
」
を
開
催

１
月
23
日
（
火
曜
日
）
に
、
浅
草
橋
ヒ
ュ
ー
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
（
台
東
区
）
に
お
い
て
、
全
国
の
市
町

村
に
よ
る
森
林
経
営
管
理
制
度
や
森
林
環
境
譲
与

税
等
の
取
組
を
共
有
す
る
「
森
林
シ
ュ
ー
セ
キ
！

事
例
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
現

地
93
名
（
発
表
関
係
者
含
む
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
３
６

５
回
線
の
計
５
０
０
名
以
上
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

林
野
庁
か
ら
の
情
報
提
供
で
は
、
全
国
の
取
組

実
績
事
例
や
各
種
支
援
策
等
に
つ
い
て
情
報
提
供

す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
に
応
じ
た
様
々
な
方
法

に
よ
り
、
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
や
森
林
の
一
層

の
集
積
・
活
用
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
旨
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

自
治
体
等
の
皆
様
か
ら
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
境
界
明
確
化
、
市
内
全
域
へ
の
早
期
の

意
向
調
査
、
所
有
者
不
明
森
林
等
の
特
例
措
置
の

活
用
、
県
に
よ
る
実
践
的
な
市
町
村
支
援
、
自
治

体
間
連
携
に
よ
る
森
林
整
備
や
地
域
に
密
着
し
た

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
動
等
の
取
組
に
つ
い
て
発
表
が

あ
り
、
境
界
明
確
化
や
森
林
経
営
管
理
制
度
、
森

林
環
境
譲
与
税
等
に
関
す
る
最
新
の
具
体
的
知
見

や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
取
組
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
非
常
に
有
意
義
だ
っ
た
」、

「
同
じ
よ
う
な
課
題
に
取
り
組
む
自
治
体
の
存
在
に

勇
気
づ
け
ら
れ
た
」
な
ど
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
の
発
表
資
料
は
、
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

当
日
の
発
表
資
料
は
こ
ち
ら

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/
j/keikaku/keieikanri/sinrinkeie
ikanriseido.htm

l#3.3

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連
携
促
進
研
修
を
開
催

　

林
野
庁
で
は
、
各
地
で
活
躍
す
る
地
域
林
政
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
相
互
連
携
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
今
年
度
、
新
た
に
「
地
域
林
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
連
携
促
進
研
修
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
研
修
は
８
〜
10
月
に
、
熊
本
県
、
京
都

府
、
岩
手
県
の
３
会
場
で
実
施
し
、
合
計
33
名
の

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
自
治
体
職
員
等
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
林
野
庁
か
ら
、
森
林
経
営
管
理
制

度
や
森
林
環
境
譲
与
税
、
境
界
明
確
化
等
の
最
新

動
向
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
受

講
生
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
、
近
隣
地
域
で

活
躍
す
る
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
取
組

紹
介
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
１
グ

ル
ー
プ
４
〜
５
名
に
分
か
れ
、
受
講
生
の
取
組
状

況
の
紹
介
、
課
題
や
悩
み
の
共
有
、
解
決
へ
の
道

筋
の
検
討
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
か

ら
は
、「
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
」、「
関
係
組
織
の
連
携

不
足
」
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
対
す
る
解
決
の
道

筋
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
治
体
で
は
触
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
最
新
の
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
」、「
悩
み
を
共
有
す
る
仲
間
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
な
ど
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

取
組
紹
介
は
こ
ち
ら

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/
j/keikaku/tiikirinnseiadobaiza.
htm
l

会場の参加者 林野庁からの情報提供

グループワーク 林野庁からの情報提供

コ
ラ
ム
１

コ
ラ
ム
２
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令
和
６
年
全
国
山
火
事
予
防
運
動

TOPICS

01

春
は
山
火
事
に
ご
用
心

　

世
界
で
は
大
規
模
な
山
火
事
が
頻
発
し
て
い
ま
す
が
、
我

が
国
で
は
例
年
、
冬
の
終
わ
り
か
ら
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に

か
け
て
多
く
の
山
火
事
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

暖
か
く
な
る
こ
の
時
期
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
山
菜
採
り
、

農
作
業
な
ど
、
火
元
と
な
り
や
す
い
人
間
の
活
動
が
活
発
に

な
り
ま
す
。
同
時
に
こ
の
時
期
は
、
雨
が
少
な
く
空
気
が
乾

燥
す
る
こ
と
に
加
え
、
枯
草
や
落
葉
が
堆
積
し
て
い
る
な
ど
、

森
林
の
中
が
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

強
風
等
の
条
件
が
重
な
る
と
、
大
き
な
山
火
事
と
な
る
危
険

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

最
近
で
も
、
昨
年
５
月
に
長
野
県
諏
訪
市
・
茅
野
市
で
発

生
し
た
山
火
事
や
、
１
月
に
広
島
県
江
田
島
市
で
発
生
し
た

山
火
事
な
ど
１
０
０
ha
を
超
え
る
も
の
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

山
火
事
は
一
度
発
生
す
る
と
消
火
に
困
難
が
伴
い
、
貴
重

な
森
林
資
源
を
大
量
に
消
失
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
家
屋

等
に
被
害
が
及
ぶ
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

山
火
事
の
原
因
は
た
き
火
、
火
入
れ
な
ど
人
間
の
活
動
に

よ
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
を
占
め
る
た
め
、
出
火
防
止
の

徹
底
が
重
要
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
火
の
用
心
を
心
が
け
、
日
本
の
森
林
を
守

り
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

令和５年５月に長野県で発生した山火事（写真提供：長野県）

林野庁では、３月１日から７日まで

「忘れない　山の恵みと　火の始末」
を統一標語として、「全国山火事予防運動」を実施し、全国で山火事予防
意識の高揚を図る取組や、森林パトロール等の実施を呼びかけます。

!

月別の山火事発生件数（H30年～R４年の平均）

火
の
用
心

注：山火事の約半数が２月～４月に発生しています。
資料：消防庁統計資料に基づいて作成

たき火

火入れ
放火

(疑い含む)
たばこ

ﾏｯﾁ･ﾗｲﾀｰ

火遊び

その他
32.5%

18.9%

7.7%
4.6%

2.5%

1.1%

32.8%

出火原因別発生割合（H30年～R４年の平均）

資料：消防庁統計資料に基づいて作成
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「
全
国
山
火
事
予
防
運
動
」
の
ポ
ス
タ
ー
と
標
語

❶　枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火をしないこと
❷　たき火など火気の使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火すること
❸　強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしないこと
❹　火入れをする際は、市町村長の許可を必ず受けること
❺ たばこは、指定された場所で喫煙し、吸いがらは必ず消すとともに、投げ捨てないこと
❻　火遊びはしないこと

林野庁からのお願い

今
年
の
ポ
ス
タ
ー
用
原
画
に
は
、
香
川
県
立
高
松
工
芸

高
等
学
校
２
年
の
三
國
千
波
さ
ん
の
作
品
が
、
標
語

に
は
、
兵
庫
県
私
立
神
戸
学
院
大
学
附
属
高
等
学
校

２
年
の
加
田
平
羽
奈
子
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

消火機材の点検・訓練（写真提供：北海道森林管理局）

注：全国で毎日３～４件発生している換算になります。　　資料：消防庁統計資料に基づいて作成 地上からの消火活動（写真提供：青森県）

山火事防止の
シンボルマーク
「まといリス」

近年の山火事発生状況

年 H30 R1 R2 R3 R4 平均
（H30～R4）

出火件数
（件） 1,363 1,391 1,239 1,227 1,239 1,292 

焼損面積 606 837 449 789 605 657 

損害額 202 269 201 176 345 239 

保険金のお支払いの対象となる８種類の災害

　お近くの森林組合、森林組合連合会、
　または森林保険センターへご連絡ください。
（国研）森林研究・整備機構 森林保険センタ－
　   ０４４‒３８２‒３５００　　     https://www.ffpri.affrc.go.jp/fic/

森林所有者を被保険者として、森林に対する
８種類の災害による損害を総合的に補償する保険です。
　山火事防止とあわせて、災害リスクへの備えに森林保険
の活用をご検討ください。

森林保険

火災

干害

風害

凍害

水害

潮害

雪害

噴火災

◆  森林保険のお問合せ  ◆

火
の
用
心

（ha）

（百万円）
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フ
ォ
レ
ス
タ
ー（
森
林
総
合
監
理
士
）の
活
動
書
記

高
知
県
本
山
町
に
お
け
る
森
林
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と

地
域
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
育
成

シリーズ
　

私
は
２
０
０
２
年
に
大
阪
か
ら
岐
阜
県
郡

上
市
に
移
住
し
、
林
業
の
現
場
作
業
員
と
し

て
働
き
始
め
ま
し
た
。
現
場
で
働
く
中
、
日

本
に
も
欧
州
の
よ
う
な
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が
必

要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
０

１
６
年
に
森
林
総
合
監
理
士
の
資
格
を
取
得

し
、
民
間
の
森
林
総
合
監
理
士
５
名
と
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
ズ
合
同
会
社
を
設
立
し
、
市
町
村

の
林
務
行
政
支
援
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。

　

今
回
は
高
知
県
本
山
町
か
ら
依
頼
を
受
け
、

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活
用
し
た
活

動
内
容
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
に

本
山
町
の
森
林

　

本
山
町
は
高
知
県
北
部
中
央
に
あ
り
、
長

岡
郡
に
属
し
て
い
ま
す
。
町
面
積
１
３
，４

２
２
ha
の
う
ち
森
林
が
１
２
，
０
８
８
ha
と

90
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
民
有
林
の
う
ち

83
％
が
人
工
林
と
人
工
林
率
が
高
い
の
が
特

徴
で
す
。

地
域
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
育
成

　

本
山
町
は
第
７
次
本
山
町
振
興
計
画
と
リ

ン
ク
す
る
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
２
０
７
１

年
度
ま
で
の
50
年
間
の
森
林
ビ
ジ
ョ
ン

「
土
佐
本
山
コ
ン
パ
ク
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
構
想

（
以
下
構
想
）」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
構
想

で
は
、
森
の
姿
を
「
な
な
い
ろ
の
森
」
と
し

て
７
つ
の
森
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

　

構
想
の
基
本
施
策
に
、「
本
山
町
森
林
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
本
山

町
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
育

成
と
募
集
」、「
科
学
的

知
見
に
基
づ
く
ゾ
ー
ニ

ン
グ
」
と
い
う
章
が
あ

り
、
こ
れ
を
推
進
す
る

「
な
な
い
ろ
の
森
づ
く
り

推
進
事
業
」※

を
実
施
す

る
た
め
、
本
山
町
か
ら

依
頼
を
請
け
ま
し
た
。

※
森
林
環
境
譲
与
税
を

　

活
用
し
た
委
託
事
業

　

構
想
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
町
内
の

森
林
を
広
域
か
つ
長
期
的
な
視
点
で
計
画
・

監
理
を
行
う
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が
必
要
で
す
。

数
年
で
異
動
す
る
町
の
職
員
で
は
長
期
的
に

森
林
に
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

従
っ
て
そ
の
役
割
を
担
う
人
材
を
採
用
、
育

成
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
秋
に
１
名
の
募
集
を
開
始
し
、

大
阪
で
の
説
明
会
等
を
経
て
、
令
和
５
年

４
月
か
ら
地
域
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
候
補
生
と
な

る
方
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
の
方
に
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
３
年
間
学
び
な
が
ら

活
動
し
て
も
ら
い
、
地
域
に
お
け
る
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
と
し
て
の
立
場
を
構
築
し
て
い
く
予

定
で
、
４
年
目
以
降
は
、
独
立
し
て
活
動
し

て
も
ら
う
計
画
で
す
。

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
合
同
会
社
　
代
表
社
員
　
小
森
胤
樹
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森
林
ゾ
ー
ニ
ン
グ

　
「
な
な
い
ろ
の
森
」
は
、
本
山
町
の
森
林
・

林
業
の
根
本
的
な
考
え
方
に
よ
る
７
つ
の
森

の
姿
を
示
し
て
い
ま
す
。
林
業
現
場
で
は
、

山
の
地
形
、
地
質
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
な
危
険
要
素
が
あ
る
の
か
を
理
解

し
、
リ
ス
ク
判
断
し
て
い
る
と
は
言

い
難
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、
予
め

リ
ス
ク
判
断
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
進

め
よ
う
と
考
え
、
地
域
の
林
業
関
係

者
を
中
心
と
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
検
討

分
科
会
を
設
置
し
、
木
材
生
産
（
経

済
性
）
と
災
害
防
止
（
リ
ス
ク
判
断
）

に
基
づ
く
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
検
討
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

検
討
に
あ
た
り
、
木
材
生
産
の
視
点
と
し

て
の
路
網
か
ら
の
距
離
（
３
０
０
m
）
と
災

害
防
止
の
視
点
か
ら
の
林
地
の
傾
斜
角
（
30

度
）
を
１
段
階
目
、
法
的
な
山
地
保
全
の
規

制
を
第
２
段
階
目
、
そ
し
て
所
有
者
の
意
向

を
第
３
段
階
目
の
判
断
基
準
と
し
て
ゾ
ー
ニ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
林
業
関
係
者
に
地
形
、
地

質
を
見
る
目
を
養
っ
て
も
ら
う
た
め
の
研
修

会
も
行
い
ま
し
た
。

　

設
定
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
、
地
域
の
森
林

の
状
況
を
考
慮
し
た
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
森
林
経
営
計
画
や
伐
採
届
等
で

施
業
を
行
う
場
合
、
そ
の
林
分
の
危
険
要
素

を
ま
ず
ゾ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
判
断
し
、
詳
細
な

判
断
が
必
要
な
場
合
は
現
場
で
確
認
し
、
事

業
者
に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
と
と
も

に
、
時
に
は
施
業
方
法
の
変
更
を
伝
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

地
域
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
必
要
性

伐採現場の地形を確認する研修

大阪での採用説明会

林道沿いの水系を確認する研修

　

令
和
４
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
ゾ
ー
ニ
ン

グ
は
１
年
半
を
か
け
て
、
現
在
「
な
な
い
ろ

の
森
」
と
リ
ン
ク
す
る
形
で
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
で

色
分
け
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。
本

山
町
で
は
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
固
定
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
森
林
所
有
者
や
事
業
者
か
ら
相
談

を
受
け
、
現
場
条
件
が
変
わ
れ
ば
そ
れ
に
即

し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
変
更
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
手
段
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
な

ぜ
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
な
の
か
。
林
業
が
可

能
な
林
分
が
ど
こ
に
あ
り
、
そ
の
林
分
の
蓄

積
量
、
成
長
量
を
把
握
し
な
い
限
り
、
持
続

可
能
な
木
材
生
産
量
は
分
か
ら
ず
、
そ
の
た

め
に
必
要
な
働
き
手
の
人
数
も
検
討
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
こ
と
に

つ
い
て
森
林
所
有
者
、
事
業
者
と
や
り
取
り

で
き
る
町
の
林
務
担
当
者
は
居
る
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
た
め
に
は
、
地
域
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

来
年
度
以
降
も
森
林
総
監
理
士
と
し
て
、

本
山
町
の
林
務
行
政
を
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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シリーズ
新しい林業

　

宮
崎
県
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
主
伐
が
活

性
化
し
、
約
20
年
間
、
活
発
な
皆
伐
が
続
け

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
近
年
で
は

林
道
沿
い
の
人
工
林
資
源
が
減
っ
て
お
り
、

い
よ
い
よ
林
業
現
場
が
「
奥
地
化
」
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
宮

崎
県
の
素
材
生
産
業
者
で
つ
く
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ひ
む
か
維
森
の
会
と
宮
崎
大
学
が
林
業
現

場
の
「
奥
地
化
」
へ
の
対
応
と
し
て
取
り
組

ん
だ
油
圧
集
材
機
と
架
線
式
グ
ラ
ッ
プ
ル
を

使
っ
た
主
伐
作
業
の
実
証
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

革
新
的
な
架
線
集
材
技
術
の
導
入
に
よ
る

「
奥
地
化
」
へ
の
対
応

　

今
回
、
導
入
し
た
新
技
術
は
、
油
圧
集
材

機
と
架
線
式
グ
ラ
ッ
プ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た

架
線
集
材
シ
ス
テ
ム※

で
す
。
そ
の
特
色
は
、

ラ
ジ
コ
ン
操
作
に
よ
る
集
材
機
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
無
人
化
と
、「
空
飛
ぶ
グ
ラ
ッ
プ
ル
」

に
よ
る
荷
掛
け
・
荷
外
し
作
業
の
機
械
化
で

す
。
荷
掛
け
作
業
に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る

者
な
ら
、
作
業
の
あ
ま
り
の
過
酷
さ
ゆ
え
に

誰
も
が
一
度
は
「
空
飛
ぶ
グ
ラ
ッ
プ
ル
」
を

夢
想
し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
技

術
は
そ
の
夢
を
叶
え
る
も
の
で
す
。

※

　

イ
ワ
フ
ジ
工
業YR302E &

 BLG
16R

実
証
内
容

「
奥
地
化
」
に
備
え
た
試
み

　
林
野
庁
で
は
、
令
和
４
年
度
予
算
で
「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
林
業
経
営
育
成
対
策
と
し
て
、

経
営
モ
デ
ル
実
証
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
宮
崎
県
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

架線式グラップルによる集材作業

宮崎県

2024.3 No.204林野 12



実
証
結
果

１
．
荷
掛
け
の
軽
労
化
と
安
全
性
向
上

　

宮
崎
県
内
の
２
つ
の
現
場
（
面
積
３
ha
と

４
ha
）
で
架
線
式
グ
ラ
ッ
プ
ル
を
導
入
す
る

実
証
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第

一
に
荷
掛
け
作
業
が
劇
的
に
軽
労
化
し
ま
し

た
。
二
つ
目
の
効
果
と
し
て
、
安
全
性
が
向

上
し
ま
し
た
。
特
に
、伐
倒
木
が
折
り
重
な
っ

て
い
る
よ
う
な
シ
ー
ン
で
そ
の
効
果
が
顕
著

で
、
作
業
員
は
危
険
箇
所
に
近
づ
く
こ
と

な
く
荷
掛
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
間
違
い
な
く
架
線
集
材
の
革
新
で
す
。

　

心
配
さ
れ
た
架
線
式
グ
ラ
ッ
プ
ル
の
操
縦

に
つ
い
て
は
、
当
初
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に
操

れ
ず
、
も
ど
か
し
さ
の
方
が
勝
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
徐
々
に
慣
れ
て
き
て
、
最
終
的
に
は

か
な
り
自
在
に
操
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

荷掛けの機械化

荷掛けの危険箇所

現地研修会

新
し
い
架
線
集
材
へ
の
期
待

　

集
材
の
生
産
性
だ
け
を
比
較
す
る
と
、
架

線
式
グ
ラ
ッ
プ
ル
の
１
日
あ
た
り
の
生
産
量

が
伸
び
な
か
っ
た
こ
と
は
大
き
な
懸
念
材
料

と
い
え
ま
す
。
生
産
量
つ
ま
り
売
上
が
伸
び

な
け
れ
ば
設
備
投
資
を
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
今
回
実
証
し
た
新
技
術
が
現
場

に
実
装
さ
れ
れ
ば
、
雨
天
時
に
も
単
独
作
業

が
可
能
と
な
っ
た
り
、
荷
外
し
の
自
由
度
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
た
り
す
る
の
で
、
こ
れ

ら
の「
強
み
」を
う
ま
く
活
か
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
素
材
生
産
の
ト
ー
タ
ル
の
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

安
全
と
効
率
の
両
立
を
め
ざ
し
て
、
本
事

業
で
得
た
経
験
を
全
国
の
皆
様
と
共
有
で
き

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

３
．
生
産
性
の
比
較

　

前
述
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
２
カ
所

目
の
実
証
現
場
で
は
、
架
線
式
グ
ラ
ッ
プ
ル

は
横
引
き
の
少
な
い
主
索
下
や
、
崖
や
狭
い

谷
に
限
定
し
て
使
用
し
、
そ
れ
以
外
は
通
常

の
ロ
ー
チ
ン
に
切
り
替
え
て
集
材
作
業
を
実

２
．
自
重
０
・
５
ｔ
の
ハ
ン
デ

　

そ
の
一
方
で
０
・
５
ｔ
と
い
う
自
重
は
、

架
線
集
材
に
お
い
て
明
ら
か
な
ハ
ン
デ
に
な

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
自
重
の
分
だ

け
積
載
可
能
量
が
減
り
、
ま
た
、
ワ
イ
ヤ
の

た
わ
み
で
可
動
範
囲
が
狭
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
実
際
、
通
常
の
ロ
ー
チ
ン※

な
ら
ば

特
に
問
題
な
く
吊
り
出
せ
そ
う
な
量
で
も
、

架
線
式
グ
ラ
ッ
プ
ル
で
は
荷
重
オ
ー
バ
ー
の

警
告
が
鳴
る
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

※

　

ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
の
略
語

施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
通
常
ロ
ー
チ
ン

で
も
ラ
ジ
コ
ン
操
作
に
し
た
た
め
、
２
人
で

の
作
業
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
は
、
そ
の
際
の
集
材
工
程
を
比
較
し
た

も
の
で
す
。
架
線
式
グ
ラ
ッ
プ
ル
に
つ
い
て

は
、
残
念
な
が
ら
従
来
の
架
線
集
材
を
下
回

る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
操

縦
の
熟
練
不
足
と
、
１
往
復
あ
た
り
の
積
載

量
の
減
少
が
響
い
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
新
技
術
で
あ
る
油
圧
集

材
機
と
ロ
ー
チ
ン
の
組
み
合
わ
せ
は
、
従
来

の
架
線
集
材
よ
り
も
１
日
あ
た
り
の
生
産
量

が
減
少
し
ま
す
が
、
２
人
に
よ
る
作
業
に

よ
っ
て
労
働
生
産
性
は
上
昇
す
る
と
い
う

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

集材効率の比較表
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パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
は
、
原
生
的
な
森

林
や
美
し
い
海
な
ど
豊
か
な
自
然
が
残
り
、

多
く
の
部
族
が
、
伝
統
的
な
生
活
様
式
で
暮

ら
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
と
自
然
が
共
生

す
る
「
最
後
の
楽
園
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
９
９
５
万
人
に
対
し
、
言
語
数
は
８

０
０
を
超
え
、
世
界
で
最
も
多
く
の
言
語
が

存
在
す
る
国
で
、
部
族
ご
と
の
ユ
ニ
ー
ク
な

装
飾
に
よ
る
民
族
舞
踊
は
観
光
資
源
に
も

な
っ
て
い
ま
す（
写
真　
　
　

）。ま
た
、
シ
ェ

ル
マ
ネ
ー
と
い
う
貝
の
お
金
や
物
々
交
換
を

決
済
手
段
に
し
て
い
る
地
域
が
あ
っ
た
り
、

森
林
で
弓
を
使
っ
て
狩
り
を
す
る
人
を
見
か

け
た
り
、
伝
統
的
な
生
活
様
式
に
触
れ
て
驚

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

写真 　  骨格のペイントをするスケルトンマン

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の

商
業
伐
採
の
改
善
に
向
け
て

Papua New Guinea
海外・現場最前線
からの便りからの便り

シリーズ

3 写真 　  泥のお面をつけるマッドマン2 写真 　  天然林内のＴａｕｎ（ムクロジ科）1

国際協力機構（ＪＩＣＡ）
長期専門家 岡林正人

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
つ
い
て

　

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
国
土
面
積
は

約
46
百
万
ha(

日
本
の
国
土
の
約
１
・
25
倍)

で
、
97
％
の
土
地
は
部
族
な
ど
の
集
団
に

よ
っ
て
所
有
・
管
理
さ
れ
る
慣
習
地
で
あ

り
、
公
有
地
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

森
林
面
積
は
約
36
百
万
ha
で
、
森
林
率
は

約
78
％
、
そ
の
う
ち
木
材
生
産
を
目
的
と

し
た
生
産
林
は
約
12
百
万
ha
で
す
。
森
林

か
ら
産
出
さ
れ
た
丸
太
の
輸
出
は
、
国
庫

収
入
や
雇
用
創
出
等
に
寄
与
す
る
一
方
、

商
業
伐
採
等
に
よ
る
森
林
の
減
少
と
劣
化

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
主
な
排
出
源
と
な
っ

て
お
り
、
持
続
的
な
商
業
伐
採
等
の
実
施

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

商
業
伐
採
は
、
天
然
林
の
択
伐
（
写
真　

）
が
中
心
で
す
。
政
府
機
関
の
森
林
公

社
は
、
事
業
地
の
選
定
と
調
査
、
土
地
所
有

者
と
の
合
意
形
成
、
事
業
体
へ
の
森
林
資
源

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の

森
林
と
林
業

1

4

2
3
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写真 　  直径１ｍ以上のＫｗｉｌａ（マメ科）丸太が並ぶ土場4

写真 　 森林公社の苗畑7写真 　  部族長へ植栽への関心などについて聞き取り8

写真 　 現地研修6

　

私
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
で
開
始
し
た
「
森
林
伐
採
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
改
善
を
通
じ
た
商
業
伐
採
に
よ
る

森
林
劣
化
に
由
来
す
る
排
出
削
減
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
、
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
専
門
家

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
及
び
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
森
林
公
社
に
よ
り
実
施

さ
れ
、
①
商
業
伐
採
に
お
け
る
伐
採
関
連
規

則
の
遵
守
、
②
択
伐
後
の
更
新
、
③
伐
採
事

業
の
炭
素
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
開
発
の
３
分

野
の
技
術
協
力
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
森
林
公
社
職
員
や
伐
採
事
業
体
職
員

へ
の
研
修
（
写
真　
　
　

）、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
を

使
っ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
の
開
発
、
天

然
林
択
伐
後
の
更
新
活
動
（
写
真

）、
伐

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
の
業
務

利
用
権
の
リ
ー
ス
、
事
業
体
の
事
業
計
画

承
認
・
監
督
・
検
査
を
含
む
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

等
を
行
い
ま
す
。
事
業
体
は
、
事
業
計
画

作
成
と
申
請
、
林
道
や
作
業
道
開
設
、
伐
採
、

運
材
を
含
む
事
業
実
施
、
収
穫
材
積
・
樹

種
に
応
じ
た
対
価
の
支
払
い
、
木
材
販
売
、

地
域
貢
献
の
た
め
の
付
帯
事
業
の
実
施
等

を
行
い
ま
す
。
付
帯
事
業
に
は
、
地
域
で

の
道
路
建
設
や
維
持
、
学
校
や
病
院
の
建

設
、
バ
ス
な
ど
移
動
手
段
提
供
等
が
含
ま

れ
て
お
り
、
地
域
開
発
の
面
で
も
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

採
事
業
で
排
出
さ
れ
る
炭
素
量
の
計
測
方
法

の
開
発
等
を
、
土
地
所
有
者
（
写
真

）、

伐
採
事
業
体
、
他
国
の
援
助
機
関
な
ど
と
調

整
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

森
林
公
社
職
員
を
対
象
と
し
て
、
我
が
国
の

伐
採
や
更
新
の
制
度
等
を
内
容
と
し
た
研
修

を
、
林
野
庁
、
中
部
森
林
管
理
局
、
木
曽
森

林
管
理
署
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
日
本
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
目
標
は
、
商

業
伐
採
に
お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
強
化

し
、
森
林
劣
化
の
改
善
を
通
じ
て
気
候
変
動

対
策
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
目
標

の
達
成
に
向
け
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
関
係

者
と
協
力
し
な
が
ら
技
術
協
力
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

写真 　 森林公社の伐採規則関連研修の開校式5

5
6

7

8
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群馬県

新潟県

赤谷森林ふれあい
推進センター

20
周
年
を
迎
え
た
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

所在地

区域面積

関係自治体

は
じ
め
に

国有林野事業の取組

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

主
な
活
動
と
成
果

❶
生
物
多
様
性
の
復
元

　

赤
谷
の
森
に
は
、
地
形
・
地
質
・
気
候
な

ど
に
応
じ
て
様
々
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育

し
て
い
ま
す
。
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

こ
れ
ら
森
林
生
態
系
の
保
全
や
復
元
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

群馬県沼田市鍛治町３９２３－１

７８，１０８ha
うち森林面積   　７３，８５０ha
うち国有林面積   ５６，６６４ha

群馬県みなかみ町

自然林への復元

管内概要

　赤谷森林ふれあい推進センターは、関東森林管理
局利根沼田森林管理署が管理する国有林のうち、約
１万haを占める「赤谷の森」を主な活動区域として
います。赤谷の森は、谷川連峰の仙ノ倉山（２，０２６ｍ）
や平標山（１，９８３m）から群馬県側を見下ろす形で
広がっており、その一部は上信越高原国立公園や緑
の回廊・三国線の区域となっています。当センター
は、地域住民や自然保護団体等の関係者と連携し、
多種多様な動植物が生息・生育する自然豊かな環境
の保全や、伐採された木材を提供して地域の暮らし
の発展に貢献する様々な取組を行っています。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
群
馬
県
み
な
か

み
町
北
部
、
新
潟
県
と
の
県
境
に
広
が
る

「
赤
谷
の
森
」
を
舞
台
と
し
て
、
地
域
住
民
で

組
織
す
る
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
協
議

会
、
公
益
財
団
法
人
日
本
自
然
保
護
協
会
、

関
東
森
林
管
理
局
（
赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い

推
進
セ
ン
タ
ー
）
の
３
つ
の
セ
ク
タ
ー
の

協
働
に
よ
り
、
生
物
多
様
性
の
復
元
、
持

続
的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
取
組
で
す
。

今
年
度
で
２
０
０
３
年
（
平
成
15
年
）
の
ス

タ
ー
ト
か
ら
20
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
は
、
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
の

一
端
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、「
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
20
周
年
記

念
報
告
会
」
の
様
子

を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
赤
谷
の
森
の
国
有
林
約
１
万
ha

の
う
ち
、
約
２
，
８
０
０
ha
を
占
め
る
人
工
林

を
自
然
林
へ
復
元
す
る
た
め
、
人
工
林
の
伐
採

を
進
め
、
光
環
境
や
空
間
を
確
保
す
る
こ
と

で
周
辺
の
自
然
林
の
多
様
な
広
葉
樹
を
誘
導

し
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
度
の
調
査
で
、

●
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今
後
の
展
開

カスタネットの販売

狩りをするイヌワシ イヌワシの狩場創出

森林環境教育

カスタネットへの加工

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
す
２
つ
の
目

標
（
生
物
多
様
性
の
復
元
と
持
続
的
な
地
域

づ
く
り
）
は
、
未
だ
道
半
ば
で
す
。
今
後
も

取
組
に
賛
同
い
た
だ
け
る
多
く
の
皆
様
は
も

と
よ
り
、
地
元
み
な
か
み
町
や
地
域
住
民
の

皆
様
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

20
周
年
記
念
報
告
会

　

２
０
２
４
年（
令
和
６
年
）２
月
３
日（
土
）

に
み
な
か
み
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で

「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
周
年
記
念
報
告
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
年

間
の
取
組
を
概
観
し
た
後
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/
kanto/kanto/akaya_fc/new

s/
20thanniversary.htm

l

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
周
年

❷
持
続
的
な
地
域
づ
く
り

　

赤
谷
の
森
を
訪
れ
る
子
ど
も
た
ち
な
ど
一

般
の
方
を
対
象
に
、
森
林
環
境
を
活
か
し
た

体
験
学
習
や
自
然
散
策
の
場
を
提
供
し
た

り
、
狩
場
創
出
の
た
め
に
伐
採
し
た
サ
ク
ラ

や
ブ
ナ
な
ど
の
広
葉
樹
材
を
有
効
活
用
し
、

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
に
加
工
し
て
販
売
す
る
な
ど

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
持
続

的
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

赤
谷
の
森
の
か
つ
て
の
人
工
林
の
約
３
割
が

既
に
広
葉
樹
を
主
体
と
す
る
自
然
林
に
置
き

換
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
希
少
猛
禽
類
で
あ
る
イ
ヌ
ワ
シ
の

生
息
数
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
狩
場
と
な
る

開
放
空
間
を
創
出
す
る
伐
採
も
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
伐
採
箇
所
は
計
約
６
ha

と
な
り
、
取
組
開
始
か
ら
約
10
年
間
で
、

イ
ヌ
ワ
シ
の
繁
殖
に
３
回
成
功
し
て
い
ま
す
。

カスタネットへの加工

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
周
年

ク
ト
が
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
て
始
ま
っ

た
「
み
な
か
み
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
や

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
連
携
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
規
模

林
業
家
や
自
然
ガ
イ
ド
な
ど
地
元
の
方
々
か

ら
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
期
待
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
森
林
環
境
が
も

た
ら
す
恩
恵
と
自
然
環
境
の
維
持
が
、
地
域

の
暮
ら
し
の
発
展
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

赤
谷
の
森
の
取
組
や
成
果
は
、広
報
誌
「
赤

谷
の
森
だ
よ
り
20
周
年
記
念
号
」
に
て
詳
し

く
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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は
じ
め
ま
し
て
！
２
０
２
４
ミ
ス
日
本

み
ど
り
の
大
使
、
安
藤
き
ら
り
と
申
し
ま
す
。

東
京
都
出
身
、
慶
應
義
塾
大
学
の
４
年
生
で

す
。一
年
間
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

高
校
、
大
学
と
７
年
間
チ
ア
ダ
ン
ス
に
打

ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。
チ
ア
ダ
ン
ス
の
大
会

で
は
、
神
奈
川
二
連
覇
、
全
国
六
位
。
応
援

団
と
し
て
は
、
甲
子
園
や
侍
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
、

世
代
を
代
表
す
る
方
々
の
応
援
を
し
て
き
ま

し
た
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
十
歳
か
ら
ニ

ワ
ト
リ
を
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
育
し
て
お
り
、

「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」
で
目
覚
め
る
毎
日
を
過
ご

自
己
紹
介

し
て
い
ま
す
。
飼
育
を
き
っ
か
け
に
畜
産
に

興
味
を
持
ち
、
卒
業
論
文
で
は
畜
産
経
営
に

関
す
る
論
文
を
執
筆
し
ま
し
た
。
特
技
は
ニ

ワ
ト
リ
の
爪
を
整
え
る
こ
と
、
趣
味
は
水
泳

と
ド
ラ
ム
で
す
。

　

ミ
ス
日
本
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
き
っ
か
け

は
、
こ
ど
も
た
ち
の
未
来
を
豊
か
に
す
る
と

い
う
夢
を
叶
え
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

保
育
園
や
学
童
保
育
と
い
っ
た
、
こ
ど
も
と

関
わ
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
通
じ
て
、「
実
際
に
触

れ
る
こ
と
」
が
減
少
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。
例
え
ば
、
節
分
で
豆
を
撒
こ
う
と
提
案

し
て
も
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
み
る
か
ら
大
丈

夫
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

プロフィール
出身地：東京都
趣味：水泳、ニワトリの飼育
特技：チアダンス、
　　　ニワトリの爪を整えること

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
す
る
中
で
、
こ
ど
も

た
ち
が
画
面
に
依
存
せ
ず
に
、
肌
で
感
じ
る

体
験
を
多
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い
思
い

が
あ
り
ま
す
。
ミ
ス

日
本
の
活
動
を
通
じ

て
、
こ
ど
も
た
ち
に

多
く
の
経
験
を
す
る

手
助
け
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
１
月
22
日
、「
第
56
回
ミ
ス
日
本
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
４
」が
都
内
で
開
催
さ
れ
、
12
名
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
か
ら
各
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　「
２
０
２
４
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使
」
は
安
藤
き
ら
り
さ
ん
（
23
）
で
す
！

　
み
ど
り
の
大
使
は
、
ミ
ス
日
本
各
賞
の
一
つ
で
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
間
、
森
林
の
大
切
さ
や
木
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
、
み
ど
り
と
木
へ

の
親
し
み
を
広
め
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

みどりの

大使
が行く！

新

2024ミス日本みどりの大使

安藤 きらり
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２
月
17
日
に
は
千
葉
県
君
津
市
に
て
、
緑

の
雇
用
ポ
ス
タ
ー
の
撮
影
が
あ
り
ま
し
た
。

日
頃
、
林
業
に
尽
力
な
さ
っ
て
い
る
方
々
と

お
話
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
学
び
多

き
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
女
性
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
り
、
働
き
方
や
仕
事
を
始
め

緑
の
雇
用
ポ
ス
タ
ー
撮
影

た
き
っ
か
け
な
ど
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
が
一
番
印
象
的
だ
っ
た
こ
と

は
、
現
場
で
の
お
仕
事
に
加
え
て
、
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
に
徹
す
る
日
も
あ
る
と
い
う
お
話
で

す
。
管
理
も
含
め
て
林
業
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
撮
影
で
は
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
持
つ
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。

初
め
て
手
に
す
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
想
像
よ

り
も
ず
っ
と
重
た
く
て
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。

持
ち
方
や
防
護
服
の
仕
組
み
ま
で
教
え
て
い

た
だ
き
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
扱
う
難
し
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
伐
倒
の
様
子
も
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
伐
倒
の
シ
ー
ン
も
新
し

い
発
見
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
伐
倒
に
は

み
ど
り
の
大
使
は
、
今
年
で
10
代
目
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
一
年
間
、
未
来
に
繋
が

る
豊
か
な
緑
を
守
り
育
て
て
き
た
取
組
や
、

生
活
に
根
ざ
し
た
日
本
の
木
の
文
化
を
尊
び
、

み
ど
り
や
木
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
、

み
ど
り
と
木
へ
の
親
し
み
を
広
め
て
い
き
ま

す
。
皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

10
代
目
の
み
ど
り
の
大
使

森
の
よ
う
ち
え
ん

　

幼
少
期
の
私
は
、
緑
が
多
く
広
大
な
大
本

山
總
持
寺
に
あ
る
保
育
園
で
過
ご
し
ま
し

た
。
季
節
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
景
色
を
見

な
が
ら
四
季
を
肌
で
感
じ
、「
実
際
に
触
れ

る
こ
と
」
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま

え
て
、
こ
れ
ま
で
の
歴
代
み
ど
り
の
大
使
の

活
動
で
興
味
が
あ
る
の
は
「
森
の
よ
う
ち
え

ん
」
で
す
。

　

２
月
の
初
め
に
は
早
速
関
東
近
郊
に
視
察

に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
浦
和
ひ
な

ど
り
保
育
園
、
東
京
ゆ
り
か
ご
幼
稚
園
で
す
。

ど
ち
ら
も
広
々
と
し
た
敷
地
に
、
た
く
さ
ん

の
木
々
が
溢
れ
て
い
て
、
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
そ
し
て
、
の
び
の
び
と
過
ご
す
こ
ど
も

た
ち
の
様
子
を
見
て
、
改
め
て
よ
り
多
く
の

こ
ど
も
た
ち
に
み
ど
り
と
触
れ
合
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。
自
然
と
触
れ
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
学
べ
る
こ
と
、
生
ま
れ
る
人
間
関

係
、
問
題
解
決
能
力
、
こ
れ
ら
を
み
ど
り
の

大
使
と
し
て
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
ふ

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
ほ
か
、
次
か
ら
次
へ
と
様
々

な
道
具
を
駆
使
し
て
、
ス
マ
ー
ト
に
正
確
に

木
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。
私
と
年
齢
の
近
い

方
が
、
重
量
の
あ
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
道
具

な
ど
を
自
在
に
操
っ
て
い
る
姿
に
、
プ
ロ
の

矜
持
を
見
た
思
い
で
し
た
。
改
め
て
、
あ
た

た
か
い
皆
さ
ま
に
囲
ま
れ
て
、
森
林
で
撮
影

が
で
き
た
こ
と
を
心
よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

き
ょ
う
じ

19 2024.3 No.204 林野



検 索情報誌 林野

「林野」は林野庁HPでもご覧になれます。詳しくは

発
行
／
林
野
庁

〒
100-8952

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

1-2-1
電
話

 03-3502-8111（
代
）

編
集
／

USAM
EDIA

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿

3-3-13
印
刷
／
株
式
会
社
コ
ー
ム
ラ
岐
阜
県
岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ

3

2024

M
a

rch
N

o.204

3




